
PARTS

STEP1

STEP2

STEP3

※部品の個数を参照し、不足や不具合がないかをご確認ください。不足や
不具合があった場合は配送いたします。電話にて部品名をお伝えください。
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　　可動棚ハイシェルフ（ナチュラル・ホワイト）　組立説明書
RFHS-N(W)J

20130409

アール・エフ・ヤマカワ株式会社 お客様相談室
月曜日-金曜日(祝日を除く) AM9:00-PM5:00

組立の目安
30min

高熱を避ける高熱を避ける 指挟み注意指挟み注意
電動ドライバーを

使用しない

電動ドライバーを

使用しない

ボルトを十分に

締め付ける

ボルトを十分に

締め付ける
腰掛けない腰掛けない

２人以上で組立２人以上で組立 布を敷く布を敷くプラスドライバー

×1 ×1

×1 ×12 ×12

×2 ×1

×12

×1

×12 ×12 ×6

巾木（前） 巾木（後） ジョイント
シャフト

Jボルト・Jナット
（M6×30・M6×15）

背板止め

写真解説ページ

左右側板にジョイントシャフトを取付けてください。

※ジョイントシャフト取付け部分には、ナットが埋め込まれています。

左側板のジョイントシャフトを
天板の横穴に差し込んでください。

カムロックを全て締付けます。

右側板

ジョイント
シャフト

左側板

左側板

天板

固定棚板を差し込んでください。

カムロックを締付けます。 カムロックを締付けます。

底板を差し込んでください。

固定棚板

底板
×3 ×1 ×1

棚ダボ 木ねじ
（3×12）

背板止め

右側板 左側板 固定棚板天板・底板 棚板 背板（下） 背板（上）

黒い樹脂部分が板にぴったりと着くまで回し入れてください。
それ以上回すと、破損する恐れがあります。

床に合わせてアジャスターを

調節し水平になるように設置

してください。
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90度から180度の範囲で
締付けてください。
90度から180度の範囲で
締付けてください。

90度から180度の範囲で
締付けてください。
90度から180度の範囲で
締付けてください。

90度から180度の範囲で
締付けてください。
90度から180度の範囲で
締付けてください。

裏 表

カムロックカムロック

カムロックカムロック

カムロックカムロック

埋込みナット埋込みナット

90
°～

180
°

ジョイントシャフト・カムロック締付け詳細

ジョイントシャフトに板を差し込んだら、図のように
ドライバーでカムロックを締め付けてください。必ず、
90度〜180度の範囲で締め付けます。180度以上回すと
カムロックが破損しますのでご注意ください。

別項「カムロックの正しい締結方法」を参照してください。
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STEP4 STEP7

STEP8

STEP6
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アール・エフ・ヤマカワ株式会社 お客様相談室
月曜日-金曜日(祝日を除く) AM9:00-PM5:00

天板・固定棚板・底板の溝に沿って
背板を挿し込んでください。

背板(上)

背板(下)

STEP5
前後に注意して巾木を差し込んでください。

巾木(前)

巾木(後)

右側板のジョイントシャフトを天板・固定棚板・
底板の横穴に差し込んでください。

全てのカムロックを締付けてください。

右側板

背板止めを取付けてください。

お好みの位置に棚を取付けてください。

棚ダボ

棚板

穴隠しキャップを取付けてください。

穴隠しキャップ

◆1台で使用する場合 ◆連結して使用する場合

Jボルト・Jナットで連結してください。

Jボルト

Jナット

90度から180度の範囲で
締付けてください。
90度から180度の範囲で
締付けてください。

※側板断面図
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背板止め背板止め
木ねじ木ねじ

カムロックカムロック



 背板止めの取り付けに関して 

20150601

RFHS-NJ(WJ)

背板止め背板止め 木ねじ木ねじ

側板が浮かないように
上から押さえながら取り付けてください。

背板止めの取り付け位置詳細

背板止めが適切に取り付けられていないと
側板がふくらみ、商品のぐらつきや、
棚板の落下の原因となります。

側板側上段は1つ、下段は3つを均等な位置にそれぞれ取り付けてください。
天板・底板側は角から約200mmの位置にそれぞれ取り付けてください。

上段 下段

345mm 345mm 260mm 260mm 260mm 260mm

20
0m
m

20
0m
m

上

下

左右側板、 天底板と、背板(上)(下)の隙間に、背板止めを差し込んでください。
その後、 背板止めを木ねじでプラスドライバーを使って取り付けてください。
※図の取り付け位置詳細を参照し、正しく取り付けてください。








